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（関東大震災）大正時代の学習
(1)本時のねらい

①関東大震災について、時代背景や国際関係をふまえ、多面的に理解する。

、 。 、②様々な資料を使って 私達が住んでいる埼玉県・さいたま市の被害状況を考えさせる 特に

朝鮮人虐殺という惨劇が埼玉県人の手によって行われた背景を考察することができる。

(2)展開

学習活動・学習内容 ・指導上の留意点 ◎評価 資料

【 】・9月1日の２つの催し物の映像を見る。 ・映像から、本時の課題を導き 映像

２ つの導 ①防災訓練（さいたま市） 出し、流れるような授業を展

催し物②朝鮮人犠牲者追悼式（熊谷市） 開する。

入 ・なぜ、このような催し物が行われているのか考え、 ・②の朝鮮人犠牲者追悼式につ

【 】ノートに書き、発表する。 いては、ここでは深く説明せ 地図

さ い た・本時のテーマとキーワードを全員で読み上げ、確認 ず 授業の後半で取り上げる、 。

ま市する。 ・予想は なぜそう思うのか、「 」

・本時のテーマに対し、各自予想をノートに書く。 も考えさせる。

『関東大震災の被害者は誰？』
～ さいたま市・埼玉県の様子をふまえ、関東大震災を多面的に考えよう！～

【 】展 ・ 年 月 日の関東大震災、地震の規模・被害 ・東京都復興記念館などの映像1923 9 1 映像

【 】状況を確認する。 東京都復興記念館、浅草 を交え、東京では、火災によè 資料

さ い た開 ・実際の体験談を読み、地震の様子をノートに書く。 る被害が圧倒的に多かったこ

ま 市の①浦和の県庁にいた新聞記者が書いた地震 とを説明する。

関 東 大②与野の数名の古老の話

震 災の・地震後の中山道、鉄道の様子を資料をもとに考え、 ・学校近くの中山道に、当時東

様子被災者が生きるために必死だったことを知る。 京から歩いて避難してきた事

東北や信越へ、着のみ着のまま逃げる避難民 実をとらえさせ、与野の人々è

・さいたま市の様子、被害状況を資料から読み取り、 が救援活動に当たったことを

ノートにまとめる。 鉄道局大宮工場の煙突が倒壊 知らせる。è

砂、氷川神社の震災記念碑など

・さいたま市では、鉄道局大宮

年表○『大震災が起こったときは、どんな時代だったの 工場の被害が最大であったこ発

か？』 年表をもとに、時代の様子を確認する。 とを読みとらせる。

・もう一度、熊谷の朝鮮人犠牲者の碑の映像に戻り、 ◎体験談やさいたま市の被害状

熊谷、本庄の2カ所で起こった、朝鮮人虐殺につい 況資料などから、関東大震災

て資料をもとに考える。 のさいたま市の様子を多面的

・さいたま市でも 北足立郡役所が 朝鮮人が放火 に理解できたか。、 、「 、

暴動を起こした」という通牒を尾間木役場に出した （思考・資料活用）
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という事実を知る。 ・日清戦争、韓国併合など日本

○『なぜこんな事件が起きたのか？ なぜデマが流れ が朝鮮に対し行ってきたこと発

たのか？』 当時の人々の立場になって考える。 を客観的に考えさせる。

、 、 。・ノートに書き 班で話し合い 発表し全体で深める

○ 大震災以前に朝鮮の人々にひどいことをして、 ・浦和警察でも朝鮮人 人を予 38

年表その仕返しを恐れたため。 無事保護しているおり、さら

・日本の朝鮮政策を年表を使い、振り返る。 に、虐殺は埼玉だけでなく、

【 】・朝鮮人に対する、浦和・東京での様子を資料・映像 東京でも起こり、警察が取り 資料

さ い たをもとに考える。 締まりのビラを作って呼びか

ま 市のけたことを知らせる。

人 口・○ 関東大震災のさいたま市への影響は？ を人口 ・大震災の結果、さいたま市で発『 』 、

物価物価のグラフから考える。 は人口の増加・物価の 上昇

が起こった事を理解させる。

【 】＜本時の授業を振り返る。＞ 映像

盆栽町ま ①本時の授業のテーマに対する答えをノートに書く。 ◎本時のテーマに対し、様々な

と ②さいたま市盆栽町の映像、資料から、東京に住んで 資料をもとに多角的に考察

め いた盆栽業者達が移り住み、現在さいたま市の名所 し、自分の言葉でまとめるこ

になっている事を知る。 とができる （表現・思考）。

(３)訪問先及び資料の入手先

さいたま市立博物館、埼玉県立博物館、砂・氷川神社の震災記念碑（見沼区 、）

大宮鉄道工場、盆栽町、熊谷市立図書館、朝鮮人供養塔（熊谷大原霊園 、）

震災復興記念館（両国 、江戸・東京博物館、 など）

朝鮮人供養塔（熊谷大原霊園）

砂、氷川神社の震災記念碑 大宮鉄道工場

盆栽村、清香園

浅草のビルが倒壊した↓

碑には 「大正 年、 12

月 日」の銘がある9 1

偽りの噂を禁止するビラ 震災復興記念館↑


